
２
０
１
８
事
務
年
度
の
金
融
行
政
の

実
践
と
方
針
の
要
点
解
説

金
融
育
成
庁
と
し
て
、金
融
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る

金
融
庁
　
総
合
政
策
局
　

総
合
政
策
課
長
　
田
原 

泰
雅

金
融
レ
ポ
ー
ト
と

金
融
行
政
方
針
の
一
体
化

　

金
融
庁
は
、
本
事
務
年
度
、
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
基
づ
く
業
務
運
営

を
さ
ら
に
強
化
す
る
観
点
か
ら
、
金

融
レ
ポ
ー
ト
と
金
融
行
政
方
針
を
一

体
化
し
た
、「
変
革
期
に
お
け
る
金

融
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
む
け
て
〜
金

融
行
政
の
こ
れ
ま
で
の
実
践
と
今
後

の
方
針
（
平
成
30
事
務
年
度
）〜
」

（
実
践
と
方
針
）
を
公
表
し
た
。

　

デ
ジ
タ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
加
速
、

人
口
減
少
・
高
齢
化
の
進
展
、
低
金

利
環
境
の
長
期
化
等
に
よ
り
、
金
融

を
巡
る
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
き

て
い
る
。
こ
う
し
た
変
革
期
に
お
い

て
、
金
融
行
政
の
目
的
で
あ
る
「
企

業
・
経
済
の
持
続
的
成
長
と
安
定
的

な
資
産
形
成
等
に
よ
る
国
民
の
厚
生

の
増
大
」
を
達
成
し
て
い
く
に
は
、

金
融
庁
が
、
次
の
取
組
み
な
ど
を
通

じ
て
「
金
融
育
成
庁
」
と
し
て
金
融

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
促
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
お
、
紙
幅
の

関
係
上
、
本
稿
で
紹
介
す
る
取
組
み

は
、
実
践
と
方
針
の
内
容
の
一
部
で

あ
る
点
を
ご
容
赦
い
た
だ
き
た
い
。

金
融
デ
ジ
タ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

戦
略

　

デ
ジ
タ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展

に
よ
り
、
新
し
い
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
金

融
分
野
に
進
出
す
る
と
と
も
に
、
革

新
的
な
サ
ー
ビ
ス
が
生
ま
れ
、
利
用

者
利
便
を
飛
躍
的
に
向
上
さ
せ
て
い

く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
デ
ジ

タ
ル
化
さ
れ
た
情
報
が
金
融
・
非
金

融
サ
ー
ビ
ス
を
問
わ
ず
活
用
さ
れ
、

利
用
者
目
線
で
の
金
融
サ
ー
ビ
ス
の

高
度
化
が
可
能
と
な
る
な
か
、
既
存

の
金
融
機
関
に
は
、
よ
り
利
用
者
ニ

ー
ズ
に
即
し
た
金
融
サ
ー
ビ
ス
を
提

デ
ジ
タ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
加
速
な
ど
金
融
を
と
り
ま
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
な
か
、
金

融
庁
は
、①
デ
ジ
タ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
加
速
的
な
進
展
へ
の
対
応
、②
家
計
の
安
定
的
な
資
産
形
成
の
推
進
、③

活
力
あ
る
資
本
市
場
の
実
現
と
市
場
の
公
正
性
・
透
明
性
の
確
保
、
④
金
融
仲
介
機
能
の
十
分
な
発
揮
と
金
融
シ

ス
テ
ム
の
安
定
の
確
保
、
⑤
顧
客
の
信
頼
感
・
安
心
感
の
確
保
、
⑥
世
界
共
通
の
課
題
の
解
決
へ
の
貢
献
お
よ
び

当
局
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
協
力
の
強
化
、
⑦
金
融
当
局
・
金
融
行
政
運
営
の
改
革
を
通
じ
て
「
金
融
育
成
庁
」

と
し
て
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
促
し
て
い
く
。
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供
で
き
る
よ
う
、
そ
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
を
顧
客
起
点
で
変
革
し
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し

た
デ
ジ
タ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展

を
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
げ

る
た
め
、
今
回
、「
金
融
デ
ジ
タ
ラ

イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
」
を
取
り
ま
と

め
た
（
図
表
１
）。

　

金
融
デ
ジ
タ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
戦

略
を
実
現
し
て
い
く
う
え
で
は
、
ベ

ン
チ
ャ
ー
企
業
な
ど
と
議
論
・
交
流

し
、
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
の
ト
レ
ン
ド
・

方
向
性
を
探
り
、
得
た
知
見
を
施
策

に
還
元
し
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で

あ
る
。
そ
こ
で
、
規
制
・
監
督
の
立

場
か
ら
離
れ
、
こ
う
し
た
業
務
を
担

う
チ
ー
ム
と
し
て
「F

inTech In-
novation H

ub

」
を
設
置
し
、
フ
ィ

ン
テ
ッ
ク
関
連
企
業
に
対
す
る
「
１

０
０
社
ヒ
ア
リ
ン
グ
」
を
実
施
す
る

な
ど
、
情
報
収
集
を
強
化
す
る
と
と

も
に
、
得
ら
れ
た
情
報
を
踏
ま
え
、

フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
企
業
や
金
融
機
関
に

よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
促
進
に
向
け

て
金
融
庁
が
果
た
す
べ
き
役
割
の
検

討
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

家
計
の
安
定
的
な

資
産
形
成
の
推
進

　

人
生
１
０
０
年
時
代
を
迎
え
る
な

か
、
人
々
が
生
涯
に
わ
た
り
、
ラ
イ

フ
プ
ラ
ン
に
合
わ
せ
た
良
質
で
適
切

な
金
融
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
、
安

定
的
な
資
産
形
成
を
行
え
る
よ
う
な

環
境
の
整
備
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
求

め
ら
れ
て
い
る
。

１
﹁
顧
客
本
位
の
業
務
運
営
﹂
の
確

立
と
定
着

　

金
融
機
関
の
経
営
者
が
「
顧
客
本

位
の
業
務
運
営
に
関
す
る
原
則
」
を

い
か
に
具
体
的
な
取
組
み
に
結
び
付

け
て
い
る
か
、
こ
う
し
た
取
組
み
が

実
際
に
営
業
現
場
に
お
い
て
ど
の
よ

う
に
実
践
さ
れ
て
い
る
か
、
金
融
機

関
の
経
営
陣
な
ど
と
対
話
を
行
う
と

と
も
に
、
顧
客
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
通
じ
て
「
原
則
」
に
基
づ
く
取

組
み
が
顧
客
に
よ
る
金
融
機
関
の
選

択
に
活
用
さ
れ
て
い
る
か
な
ど
の
実

態
を
分
析
・
確
認
す
る
。
ま
た
、
投

資
信
託
の
販
売
会
社
の
比
較
可
能
な

共
通
Ｋ
Ｐ
Ｉ
の
普
及
・
浸
透
を
図
る

と
と
も
に
、
投
資
信
託
の
類
似
商
品

で
あ
る
貯
蓄
性
保
険
も
含
め
た
商
品

内
容
な
ど
の
さ
ら
な
る
「
見
え
る

化
」
に
取
り
組
む
（
図
表
２
）。

２
長
期
・
積
立
・
分
散
投
資
の
推
進

　

国
民
の
生
涯
を
通
じ
た
安
定
的
な

資
産
形
成
を
支
援
す
る
制
度
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
英
国
Ｉ
Ｓ
Ａ
（
＝

Individual Savings A
ccount

、
個

人
貯
蓄
口
座
）
も
参
考
と
し
つ
つ
、

他
省
庁
と
連
携
し
、
具
体
的
な
検
討

を
行
う
。

　

今
年
１
月
に
導
入
さ
れ
た
つ
み
た

て
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
に
つ
い
て
は
、
３
月
末

ま
で
の
口
座
開
設
数
が
約
51
万
口
座

で
あ
り
、
若
い
世
代
を
中
心
に
新
た

な
投
資
家
層
の
拡
大
に
寄
与
し
て
い

る
。
今
後
、「
職
場
つ
み
た
て
Ｎ
Ｉ

Ｓ
Ａ
」
や
、
個
人
投
資
家
と
の
意
見

交
換
な
ど
を
す
る
場
で
あ
る
「
つ
み

た
てN

ISA
 M

eetup

（
つ
み
ッ

プ
）」、
つ
み
た
て
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
「
つ
み
た
て
ワ
ニ
ー
サ
」

の
活
用
な
ど
を
通
じ
て
、
つ
み
た
て

Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
普
及
を
図
る
。

　

ま
た
、
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向
上

は
金
融
庁
・
財
務
局
の
重
要
な
役
割

で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
、
職
員
が

行
う
出
張
授
業
を
抜
本
的
に
拡
充
す

る
と
と
も
に
、
教
材
・
内
容
の
充
実

な
ど
を
進
め
る
。

活
力
あ
る
資
本
市
場
の

実
現

　

金
融
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
そ
し
て

家
計
の
安
定
的
な
資
産
形
成
の
前
提

と
し
て
、
活
力
あ
る
資
本
市
場
と
市

場
の
公
正
性
・
透
明
性
の
確
保
が
求

〔図表１〕 金融デジタライゼーション戦略の
11の施策

情報をより
使いやすく

１．情報の蓄積と利活用
２ ．顧客のプライバシー、匿名性や
顧客情報の信頼性その他の顧客保
護

３ ．デジタライゼーションに対応す
る情報・金融リテラシー

官民の
インフラの
デジタル化

４ ．金融・非金融の情報の伝達を可
能とする金融インフラのデジタル
化

５．金融行政のデジタル化

新しい
ビジネスへの
挑戦を支援

６ ．さまざまなサンドボックス等に
よるイノベーションに向けたチャ
レンジの促進

７ ．オープン・アーキテクチャによ
るイノベーションの推進

デジタライ
ゼーション
に向けた
基盤の整備

８．国際的なネットワーク
９ ．デジタライゼーションの基盤
となるブロックチェーン、AI、
ビッグデータ技術等の推進

10 ．サイバーセキュリティその他金
融システム上の課題等への対応

11 ．これらの課題を実現するための
機能別・横断的法制

（出所） 　金融庁（図表２～５も同じ）。
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め
ら
れ
る
（
図
表
３
）。

１
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
の
さ
ら
な
る
推

進
　

「
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー

ド
お
よ
び
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン

ス
・
コ
ー
ド
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
会

議
」
に
お
い
て
、
政
策
保
有
株
式
の

縮
減
、
取
締
役
会
の
多
様
性
、
個
別

議
決
権
行
使
結
果
の
公
表
な
ど
の
検

証
を
行
い
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
巡
る

企
業
と
投
資
家
の
実
効
的
な
対
話
や

企
業
の
取
組
み
の
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ

ィ
ス
の
公
表
を
行
う
こ
と
な
ど
を
通

じ
て
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
改

革
を
さ
ら
に
推
進
す
る
。

２
資
産
運
用
業
の
高
度
化

　

資
産
運
用
業
の
高
度
化
は
、
資
本

市
場
の
活
性
化
や
安
定
的
な
資
産
形

成
を
実
現
す
る
う
え
で
極
め
て
重
要

で
あ
る
。
そ
こ
で
、
業
務
運
営
イ
ン

フ
ラ
の
高
度
化
、
新
規
参
入
の
円
滑

化
、
投
資
運
用
人
材
の
育
成
・
確
保

等
の
総
合
的
な
環
境
整
備
を
進
め
る
。

ま
た
、
投
資
運
用
業
者
に
お
け
る
業

務
運
営
態
勢
の
向
上
に
向
け
て
、
海

外
の
先
進
事
例
な
ど
も
踏
ま
え
た
検

証
・
対
話
を
行
う
。

３
金
融
・
資
本
市
場
の
制
度
的
基
盤

整
備

　

社
債
市
場
を
は
じ
め
と
す
る
ク
レ

〔図表２〕 投資信託販売会社の運用損益別顧客比率（2018年３月末時点）

（注）１ ．2018年９月末までに、共通KPIにつき金融庁宛に報告のあった36事業者の公表データを集計。
　　２ ．各社の右端のパーセンテージは、運用損益率ゼロ以上の顧客割合（小数点以下四捨五入）。

0％以上＋10％未満 ＋10％以上＋30％未満 ＋30％以上＋50％未満 ＋50％以上
－10％以上0％未満－30％以上－10％未満－50％以上－30％未満－50％未満

85%
91%
98%

79%
77%

71%
69%
69%
67%
67%
66%
65%
65%　
64%
63%
63%
63%
63%
62%
61%
60%
58%
54%
54%
52%
51%
50%
50%

45%
44%
44%
43%
41%
40%
37%

32%
80％ 60％ 40％ 20％ 0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

80％ 60％ 40％ 20％ 0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

コモンズ投信
レオス・キャピタルワークス

セゾン投信
丸三証券
野村証券
新生銀行

ＳＭＢＣ信託銀行
秋田銀行

ＳＭＢＣ日興証券
みずほ信託銀行
みずほ証券

東海東京証券
ＳＢＩ証券

マネックス証券
埼玉りそな銀行

楽天証券
丸八証券
りそな銀行

カブドットコム証券
大和証券

三井住友銀行
三菱ＵＦＪ銀行
みずほ銀行

三菱ＵＦＪ信託銀行
近畿大阪銀行
名古屋銀行
みなと銀行

岡三オンライン証券
京都信用金庫

三菱UFJモルガン・スタンレー証券
中京銀行

三井住友信託銀行
岡三証券

関西アーバン銀行
三菱UFJモルガン・スタンレーPB証券

あおぞら銀行
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ジ
ッ
ト
市
場
に
つ
い
て
、
リ
ス
ク
に

見
合
っ
た
適
正
な
リ
タ
ー
ン
が
確
保

さ
れ
ず
、
そ
の
機
能
が
十
分
発
揮
さ

れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
っ

た
観
点
を
踏
ま
え
、
多
様
な
プ
レ
ー

ヤ
ー
が
参
加
す
る
厚
み
の
あ
る
市
場

の
形
成
・
発
展
に
向
け
た
課
題
と
対

応
策
を
整
理
・
検
討
す
る
。

　

ま
た
、
幅
広
い
上
場
商
品
を
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
取
引
で
き
る
総
合
取
引

所
が
実
現
す
る
こ
と
に
よ
り
、
取
引

所
の
国
際
競
争
力
が
強
化
さ
れ
、
デ

リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
市
場
が

拡
大
す
る
と
と
も
に
、
投

資
家
の
利
便
性
が
大
き
く

向
上
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
。
こ
の
た
め
、
関
係

者
な
ど
へ
の
働
き
か
け
を

強
化
し
、
総
合
取
引
所
の

早
期
実
現
を
図
る
。

経
営
者
の
役
割
と

ガ
バ
ナ
ン
ス

　

金
融
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

や
市
場
の
活
性
化
の
た
め

に
は
、
安
定
し
た
金
融
シ

ス
テ
ム
の
も
と
、
金
融
機

関
が
健
全
性
を
確
保
し
つ

つ
、
金
融
仲
介
機
能
を
十

分
に
発
揮
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

１
経
営
者
の
役
割
と
ガ
バ

ナ
ン
ス

　

金
融
機
関
は
、
経
営
環

境
が
こ
れ
ま
で
に
な
い
ス

ピ
ー
ド
で
変
化
し
て
い
く

な
か
、
こ
う
し
た
変
化
を
金
融
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
経
営
者
に
は
、

自
ら
主
導
し
て
、
多
様
な
リ
ス
ク
を

管
理
す
る
こ
と
で
健
全
性
を
確
保
し

つ
つ
、
デ
ジ
タ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
へ

の
対
応
、
顧
客
本
位
の
業
務
運
営
の

確
立
と
定
着
、
金
融
仲
介
機
能
の
発

揮
と
い
っ
た
課
題
に
適
切
に
対
処
し

て
い
く
た
め
の
具
体
的
な
経
営
戦
略

を
策
定
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
そ
し
て
、
こ
の
経
営
戦
略
の
も

と
で
必
要
な
取
組
み
を
明
確
に
す
る

と
と
も
に
、
こ
れ
を
着
実
に
実
行
す

る
た
め
の
態
勢
を
構
築
し
、
営
業
現

場
ま
で
浸
透
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

ま
た
、
金
融
機
関
の
取
締
役
会
な

ど
（
特
に
社
外
取
締
役
）
に
は
、
コ

ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド

に
お
い
て
も
求
め
ら
れ
て
い
る
よ
う

に
、
経
営
の
大
き
な
方
向
性
を
示
す

な
ど
、
経
営
に
有
益
な
貢
献
を
行
う

と
と
も
に
、
独
立
し
た
客
観
的
な
立

場
か
ら
経
営
陣
に
対
す
る
実
効
的
な

規
律
付
け
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

　

こ
う
し
た
問
題
意
識
の
も
と
、
金

融
機
関
の
経
営
ト
ッ
プ
を
含
む
経
営

陣
や
社
外
役
員
を
含
む
取
締
役
・
監

査
役
、
営
業
現
場
の
責
任
者
な
ど
と

深
度
あ
る
対
話
を
行
い
、
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
を
行
う
。

２
地
域
金
融

　

低
金
利
環
境
の
継
続
や
人
口
減
少

な
ど
地
域
金
融
機
関
は
厳
し
い
環
境

に
置
か
れ
て
お
り
、
地
域
銀
行
の
過

半
数
の
54
行
で
本
業
利
益
が
赤
字
に

な
っ
て
い
る
（
図
表
４
）。
こ
う
し

た
な
か
、
地
域
金
融
機
関
が
、
安
定

し
た
収
益
と
将
来
に
わ
た
る
健
全
性

を
確
保
し
、
金
融
仲
介
機
能
を
十
分

に
発
揮
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
地
域

企
業
の
生
産
性
向
上
、
ひ
い
て
は
地

域
経
済
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
く
た

め
に
は
、
経
営
陣
に
よ
る
適
切
な
経

営
戦
略
の
策
定
・
実
行
と
取
締
役
会

等
に
よ
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
発
揮
が
重

要
で
あ
る
（
図
表
５
）。
ま
た
、
こ

の
よ
う
な
持
続
可
能
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
の
構
築
に
あ
た
っ
て
は
、
時
間

軸
を
意
識
し
て
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
。

　

こ
う
し
た
認
識
の
も
と
、
オ
ン
・

オ
フ
一
体
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施

し
、
特
に
深
刻
な
課
題
を
抱
え
る
地

域
金
融
機
関
に
つ
い
て
は
、
課
題
解

決
に
向
け
た
早
急
な
対
応
を
促
し
て

い
く
。
ま
た
、
今
後
早
め
の
経
営
改

善
を
促
す
観
点
か
ら
、
早
期
警
戒
制

〔図表３〕 資本市場の機能強化に向けた取組み

資産運用業の高度化 市場の制度的基盤整備

長期・積立・分散投資
企業収益向上の果実

アセットオーナー
家計

中長期的な
企業価値の向上

・適切な投資判断
・企業との建設的な対話

（投資、配当、賃金）

高齢社会に
おける

金融サービス

企業

スチュワードシップ・コード

顧客本位の業務運営
（良質な商品サービス）

企業情報の
開示の充実

会計監査の
信頼性確保

コーポレート
ガバナンス・コード

資本市場

市場監視機能の強化
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度
の
見
直
し
を
行
う
。
さ
ら
に
、
金

融
庁
の
「
地
域
生
産
性
向
上
支
援
チ

ー
ム
」
と
各
財
務
局
と
が
連
携
し
、

地
域
企
業
お
よ
び
そ
の
関
係
者
（
地

方
自
治
体
、
商
工
会
な
ど
）
と
の
関

係
構
築
・
対
話
を
通
じ
、
地
域
企
業

・
経
済
の
実
態
を
き
め
細
か
く
把
握

す
る
。
こ
う
し
て
把
握
し
た
実
態
を

基
に
地
域
金
融
機
関
の
経
営
陣
や
営

業
現
場
の
責
任
者
な
ど
と
の
深
度
あ

る
対
話
を
通
じ
、
金
融
仲
介
機
能
の

発
揮
を
促
し
て
い
く
。
こ
の
ほ
か
、

地
域
の
金
融
イ
ン
フ
ラ
の
確
保
や
地

域
の
企
業
・
住
民
に
と
っ
て
よ
り
質

の
高
い
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
図

る
観
点
か
ら
、
競
争
の
あ
り
方
に
つ

い
て
の
政
府
全
体
で
の
議
論
に
貢
献

し
て
い
く
。

金
融
機
関
の
行
為
・

規
律
に
関
す
る
課
題

１
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
リ
ス
ク
管

理
上
の
課
題
と
取
組
み

　

金
融
機
関
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

・
リ
ス
ク
管
理
に
つ
い
て
は
、
金
融

機
関
の
不
適
切
な
行
為
が
そ
の
健
全

性
に
影
響
を
及
ぼ
し
う
る
事
例
や
、

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
問
題
が
経
営

の
重
要
問
題
と
と
ら
え
ら
れ
ず
に
局

所
的
対
応
に
と
ど
ま
る
事
例
が
存
在

し
て
い
る
。
当
局
と

し
て
も
、
金
融
機
関

の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

を
踏
ま
え
、
幅
広
い

情
報
収
集
を
通
じ
た

リ
ス
ク
の
特
定
・
評

価
を
行
っ
た
う
え
で

メ
リ
ハ
リ
を
付
け
た

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実

施
し
て
い
く
。

２
投
資
用
不
動
産
向

け
融
資

　

ア
パ
ー
ト
・
マ
ン

シ
ョ
ン
や
シ
ェ
ア
ハ

ウ
ス
な
ど
、
賃
料
収

入
を
目
的
と
す
る
投

資
用
不
動
産
の
購
入

に
向
け
た
融
資
で
は
、

入
居
率
・
賃
料
や
顧

客
財
産
・
収
入
状
況

の
改
竄
、
抱
合
せ
販

売
と
い
っ
た
顧
客
保

護
の
観
点
か
ら
問
題

が
あ
る
事
例
が
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
顧
客
が
過
大
な
債
務
を
負
い
、

返
済
不
能
と
な
る
ケ
ー
ス
や
、
そ
の

結
果
、
金
融
機
関
に
損
失
が
発
生
す

る
と
い
う
信
用
リ
ス
ク
管
理
上
の
問

題
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

横
断
的
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
検
査
も

活
用
し
つ
つ
、
深
度
あ
る
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
を
実
施
す
る
。

３
仮
想
通
貨
︵
暗
号
資
産
︶

　

仮
想
通
貨
（
暗
号
資
産
）
に
係
る

価
格
の
乱
高
下
や
、
証
拠
金
取
引
や

Ｉ
Ｃ
Ｏ
（
注
１
）
な
ど
の
新
た
な
取

引
の
登
場
、
顧
客
か
ら
の
預
り
資
産

の
外
部
流
出
事
案
の
発
生
な
ど
、
仮

想
通
貨
を
と
り
ま
く
内
外
の
環
境
は

急
速
に
変
化
し
て
い
る
。
こ
う
し
た

な
か
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
配
意
し

つ
つ
、
利
用
者
保
護
の
確
保
に
向
け

て
、
仮
想
通
貨
交
換
業
の
適
正
化
を

図
っ
て
い
く
。

〔図表４〕 地域銀行の本業赤字の状況

（注） 　連続赤字行数比率は、地域銀行106行に占める本業利益が２期以上連続して赤字とな
っている銀行の比率。

15
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単年度
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〔図表５〕 適切な経営・ガバナンスの発揮

（注） 　リスク・アペタイト・フレームワーク

経営陣
•明確な経営理念

•的確な現状分析に基づいた
経営戦略（RAF（注）なども活用）
 •着実に実行するための態勢

•PDCAの実践

金融仲介機能の十分な発揮
（地域企業の生産性向上・
地域経済の発展に貢献）

将来にわたる健全性の確保
（持続可能なビジネスモデルの構築）

取締役会等による
ガバナンス

（大きな戦略等の方向性と
実効的な規律付け）
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世
界
共
通
課
題
の

解
決
へ
の
貢
献

　

デ
ジ
タ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
や
高
齢

化
の
進
展
等
に
よ
る
経
済
・
金
融
シ

ス
テ
ム
の
持
続
可
能
性
に
か
か
わ
る

課
題
は
国
内
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。

２
０
１
９
年
の
Ｇ
20
議
長
国
と
し
て
、

規
制
の
影
響
評
価
、
金
融
市
場
の
分

断
回
避
、
仮
想
通
貨
（
暗
号
資
産
）

の
ル
ー
ル
形
成
な
ど
の
金
融
シ
ス
テ

ム
上
の
課
題
に
加
え
、
高
齢
化
社
会

に
お
け
る
金
融
包
摂
な
ど
の
世
界
共

通
課
題
に
つ
い
て
、
議
論
を
主
導
し
、

解
決
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

ま
た
、
持
続
可
能
な
開
発
目
標

（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
に
つ
い
て
も
、
関
係

省
庁
と
協
力
し
て
気
候
関
連
財
務
情

報
開
示
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
（
Ｔ
Ｃ
Ｆ

Ｄ
）
提
言
に
沿
っ
た
開
示
に
取
り
組

む
金
融
機
関
・
企
業
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
こ
と
な
ど
を
通
じ
て
引
き
続
き
取

り
組
ん
で
い
く
。

　

マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
お
よ

び
テ
ロ
資
金
供
与
対
策
に
つ
い
て
も
、

わ
が
国
が
規
制
で
先
行
す
る
仮
想
通

貨
（
暗
号
資
産
）
に
関
し
、
Ｇ
20
や

金
融
活
動
作
業
部
会
（
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
）

の
議
論
を
引
き
続
き
主
導
す
る
ほ
か
、

本
邦
金
融
機
関
の
リ
ス
ク
ベ
ー
ス･

ア
プ
ロ
ー
チ
で
の
管
理
態
勢
に
つ
い

て
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
通
じ
て
高
度

化
を
促
進
す
る
。

　

各
国
と
の
協
力
の
枠
組
み
は
両
国

の
経
済
・
金
融
の
発
展
と
安
定
に
資

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
の
考
え

方
に
基
づ
き
、
二
国
間
の
対
話
・
支

援
等
の
具
体
的
な
取
組
み
を
さ
ら
に

推
進
す
る
。
特
に
、
ア
ジ
ア
新
興
国

な
ど
へ
の
技
術
協
力
に
つ
い
て
は
、

本
邦
金
融
機
関
の
進
出
支
援
の
観
点

も
踏
ま
え
つ
つ
、
相
手
国
の
ニ
ー
ズ

に
寄
り
添
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
を

通
じ
て
制
度
整
備
等
に
貢
献
す
る
と

と
も
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
金
融
連
携
セ

ン
タ
ー
（
Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
、
注
２
）

の
研
修
の
充
実
や
卒
業
生
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
強
化
を
図
る
。
こ
れ
ら

の
取
組
み
を
通
じ
て
相
手
国
当
局
と

の
規
制
・
監
督
な
ど
の
協
力
枠
組
み

を
強
化
し
て
い
く
。

金
融
当
局
・
行
政
運
営
の

改
革

　

こ
れ
ま
で
に
述
べ
て
き
た
課
題
に

適
切
に
対
応
し
て
い
く
た
め
、
金
融

庁
自
身
、
そ
し
て
金
融
庁
が
行
う
行

政
運
営
の
あ
り
方
に
も
変
化
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

　

金
融
行
政
の
質
を
不
断
に
向
上
さ

せ
て
い
く
た
め
に
は
、
金
融
庁
が
、

そ
こ
で
働
く
職
員
に
と
り
、
や
り
が

い
を
感
じ
、
自
身
の
成
長
を
実
感
で

き
る
職
場
と
な
る
必
要
が
あ
る
。
こ

の
た
め
、
き
め
細
か
く
育
成
・
指
導

・
評
価
を
行
い
、
活
発
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
ら
れ
る
環
境
整
備

（
業
務
単
位
の
少
人
数
グ
ル
ー
プ

化
）
を
進
め
る
と
と
も
に
、
外
部
有

識
者
等
を
交
え
た
職
員
に
よ
る
自
主

的
な
政
策
提
案
の
枠
組
み
（
政
策
オ

ー
プ
ン
ラ
ボ
）
を
設
け
る
な
ど
、
若

手
職
員
を
中
心
と
し
た
人
材
の
育
成

・
活
用
、
組
織
の
活
性
化
を
図
る
。

　

検
査
・
監
督
に
つ
い
て
は
、
今
年

６
月
公
表
の
「
検
査
・
監
督
基
本
方

針
」
も
踏
ま
え
、
引
き
続
き
、
こ
れ

ま
で
実
践
し
て
き
た
オ
ン
・
オ
フ
一

体
の
継
続
的
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
優
先

課
題
の
重
点
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と

い
っ
た
手
法
に
基
づ
き
実
施
し
て
い

く
。
金
融
機
関
に
対
し
て
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
の
方
向
性
な
ど
を
明
ら
か
に
す

る
必
要
の
あ
る
分
野
に
つ
い
て
は
、

分
野
別
の
「
考
え
方
と
進
め
方
」
な

ど
を
順
次
公
表
し
つ
つ
、
問
題
意
識

の
共
有
や
現
状
の
把
握
の
た
め
の
対

話
を
行
い
、
得
ら
れ
た
事
例
を
公
表

し
、
金
融
機
関
の
自
律
的
取
組
み
を

促
し
て
い
く
。
さ
ら
に
、
こ
う
し
た

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
質
・
深
度
や
当
局

の
対
応
の
適
切
性
を
確
保
す
る
た
め
、

検
査
・
監
督
の
あ
り
方
に
つ
い
て
不

断
に
見
直
し
を
行
う
。
そ
の
際
に
は
、

金
融
庁
内
部
の
み
な
ら
ず
外
部
の
視

点
も
加
え
た
検
証
な
ど
を
通
じ
た
品

質
管
理
を
徹
底
し
て
い
く
。

（
注
）１　

Initial C
oin O

ffering. 

明
確
な

定
義
は
な
い
が
、
一
般
に
企
業
な
ど

が
電
子
的
に
ト
ー
ク
ン
（
証
票
）
を

発
行
し
て
公
衆
か
ら
法
定
通
貨
や
仮

想
通
貨
（
暗
号
資
産
）
の
調
達
を
行

う
行
為
を
総
称
す
る
も
の
と
さ
れ
て

い
る
。

２　

14
年
４
月
に
「
ア
ジ
ア
金
融
連

携
セ
ン
タ
ー
」（
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ａ
Ｃ
＝

A
sia F

inancial Partnership C
en-

ter

）
と
し
て
設
置
。
16
年
４
月
に

「
グ
ロ
ー
バ
ル
金
融
連
携
セ
ン
タ

ー
」（
Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
＝G

lobal F
i-

nancial Partnership C
enter

）
に
改

組
し
、
支
援
対
象
地
域
を
拡
大
（
中

東
・
ア
フ
リ
カ
・
中
南
米
も
追
加
）。

た
は
ら　

や
す
ま
さ

90
年
東
京
大
学
法
学
部
卒
、
同
年
大

蔵
省
入
省
。
金
融
庁
総
務
企
画
局
市

場
課
長
、
同
局
開
示
課
長
を
経
て
、

18
年
７
月
か
ら
現
職
。
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